
池田町教育委員会 １月定例会の概要 

 

日 時    令和 2年 1月 16日（木） 午後 3時 00分～午後 4時 23分 

場 所    教育会館 2階会議室 

出 席 者  

 委 員   竹内教育長、小澤教育長職務代理者、森泉委員、松澤委員、後藤委員 

 欠席委員  無 

事 務 局   学校保育課長、学校保育課長補佐、学校保育係長、池田保育園長、生涯学習課

長、生涯学習係長、創造館長、学校支援コーディネーター 

 書 記   学校保育係長 

 傍 聴   無 

 

 

１  報告 

（１）教育長業務報告  

・12月 21日から 1月 16日まで箇条書きでまとめた。1月 15日の移動知事室では当町から 8

名が参加し行われた。知事から町の施策を応援しているとの声をいただいた。いろいろと要

望していきたい。1 月は各関係機関との新年会等もある。年度末に向けて諸々進めていきた

い。 

 

 （２）諸報告 

・インフルエンザで会染小 1 年西組が学級閉鎖。8 名の児童が欠席により昨日から明日まで

の間となった。そり教室は延期となった。3 校の空調設備設置工事の池田小及び高瀬中の

しゅん工検査が 1月 27日に実施予定。工期内に終了となった。契約額に変更はない。 

・認定こども園について、インフルエンザの状況は会染保育園で 3 名出ている。胃腸炎の園

児もいる。池田保育園では出ていない。1 月 10 日、老人連合会と方とのまゆ玉作りによる

交流会を行った。 

・児童クラブ・会染児童センターは会染小の学級閉鎖により 1 年西組の児童の受け入れを停

止している。子ども教室ではしめ縄づくりを行った。 

・子ども子育て推進室について、年末年始休み中の虐待通告は無かった。 

・「子どもがつくる詩・短歌・俳句」は 526 点の応募があった。入選作品は 50 点で、町広報誌

にも掲載する。文化財施設整備、2 月中旬には竣工予定。展示室のオープンは 4 月となる

見込み。文化財保護委員会を 2月 14日に開催予定である。 

・交流センターは 9 月の開館以来、約 35,000 人の方に使っていただいている。エアコンの暖

房代が心配。運用等を今後考えていきたい。 

・図書館は 1 月 6 日から特別開館をした。松川村図書館と共同しながら福袋を作製した。新

規登録者が現在も増えている。 

・美術館は 3 月 2 日まで冬季休館である。クラフトパークのレストランにシロアリが発生したの



で、処理対応している。創造館では 1月 12日、美術館友の会のコンサートがあった。 

   

－ 移動知事室で、参加者として子育てグループ 2 団体が限定された理由は。また、新

聞で知ったが、支援が必要な児童生徒が 25％、150 人いるということに驚いた。 － 

2 団体は県から指定があった。町内児童生徒 600 人のうち 150 人というのは、個別

に配慮が必要であるという学校から上がってきた数字を足しあげたもの。全員が発達

障害と診断を受けたのではない。多いから否定的な数字と捉える必要はないのでは。

しっかり情報があがって見逃されていないという意味合いだ。 － 新聞記事になる

と真意は伝わりにくい部分が出る。数字を出すときは慎重さが必要と感じる。 － ネ

ガティブだから情報を隠すのではなく、1 つの事実を知ってもらうということに意義も

あると考える。現状を知ってもらうことも必要。 － 専門の人が学校現場に居ればい

いのかと疑問も感じる。地域は地域で育てるという概念もある。じいちゃんばあちゃん

でもよい。 － 交流センターで賀詞交歓会の日、西入口に水がたまっていた。雪解

けの水か。凍った場合危険と感じた。 － 日当たりが悪いのが原因。 － 何か対

策を考えてほしい。 

    

２  議事 

議案第 1号 令和元年度就学援助者の認定について 

  → 学校保育係長より説明。  

異議なく承認された。 

   

 

３ 協議事項 

 教育長資料について 

  → 教育長より説明。2020 年は教育大綱「子どもがまんなか」の周知徹底、2021 年

度に向けた諸提案と検討として、幼児教育のあり方、保小中の接続強化の仕組み

づくり、保育園、小中学校の構造改革、学校内外の居場所づくりや放課後等デイ

サービスの開設、小学校区の見直し、大かえで倶楽部の充実 を進めたい。 

    － 教育大綱の町民への周知は。－ 広報 2 月号及び全文を全戸に配布する。 

－ 生涯学習、生涯スポーツの充実を。新しい交流センターは敷居が高いという

町民もいる。大かえで倶楽部の充実は大事。－ 用が無いと行かないということ

か。 － ゆるスポ、何でもいいからスポーツをやるのが大事。スポーツ推進委

員も若い時からスポーツをやってみようという考えである。純粋にスポーツを体

験してもらう機会になればと思う。 － そういう場を提供するのが役目。1種

目に縛られない。 － 困難に立ち向かうという意欲は、スポーツテストと相関

関係にあるといわれている。体力が大事。 － 美麻のシャトルランと学習の関

係も言われている。 － ニュージーランドでは小学 4年生までは勝敗はつける

けど記録には残さない。皆が参加する。感銘を受けた。 － 体が動かすことが



好きという子どもが増えてくれたらいい。 － 成績上位のもっともっと名前が

出てくる人を育てることも必要。 － 小学校区の見直しは想像がつかない。 

－  池田小は米づくりをしていない。会染と合同でやればいいのでは。こうい

う交流が大事。 － 町全体の大きな課題。小学校を選べるという形もある。行

事の見直しも必要か。単純に２つを１つというのは無理がある。 － 保小中一

貫教育をしっかり浸透させたうえで、統合の議論は始まると思う。 － 現在統

合の考えはない。池田と会染の連携がまず第一だ。 － 議論をする中で慎重に

進めてほしい。 

 

４ 2月の行事予定について 

   ・行事等について、教育長、各係長等より説明があった。 

     

 

５ 後援依頼について 

（1）承認申請 

①第 29回池田美術協会展 

②第 40回大北スピードスケート競技会 

→ 異議なく承認された。 

 

 

６ その他 

（1）令和 2年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会について 

→ 学校保育係長より説明。5 月 28 日（木）～29 日（金）群馬県太田市で開催。詳細は次回

以降の定例会で示したい。 

 

 

７ 閉会 

   

 

 

 


